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者の離床前後における身体活動量の変化が腰背部痛，ADL，精神心理面，椎体変形に与える影響. Pain Rehabilitation 
6(2): 71, 2016. 

4. 岩佐恭平, 片岡英樹, 坂本淳哉, 中野治郞, 山下潤一郎, 沖田 実: 慢性痛を呈した障害高齢者に対する認知行動療

法を導入した訪問リハビリテーションの経験. Pain Rehabilitation 6(2): 78, 2016. 

5. 片岡英樹, 池本竜則, 吉村彩菜, 後藤 響, 渋谷美帆子, 山下潤一郎, 坂本淳哉, 中野治郎, 沖田 実: 脊椎圧迫骨折

の発症初期の身体活動量が腰背部痛や ADL の改善におよぼす影響. 理学療法学 43(Suppl. 2), 第 51 回日本理学療法

学術大会抄録集, 2016.（https: //www.jstage.jst.go.jp/article/cjpt/2015/0/2015_0230/_pdf） 

6. 吉村彩菜, 片岡英樹, 後藤 響, 山下潤一郎, 池本竜則, 坂本淳哉, 中野治郎, 沖田 実: 大腿骨近位部骨折術後患者

の ADL 獲得状況別にみた認知機能，痛み，抑うつ，活動量の経過と特徴. 理学療法学 43(Suppl. 2), 第 51 回日本理

学療法学術大会抄録集, 2016.（https: //www.jstage.jst.go.jp/article/cjpt/2015/0/2015_0300/_pdf） 

7. 田中なつみ, 吉田菜津希, 本田祐一郎, 坂本淳哉, 中野治郎, 沖田 実: 関節不動がラット前十字靱帯のコラーゲン

アイソフォームの発現量におよぼす影響. 理学療法学 43(Suppl. 2), 第 51 回日本理学療法学術大会抄録集, 2016.
（https: //www.jstage.jst.go.jp/article/cjpt/2015/0/2015_0462/_pdf） 

8. 近藤康隆, 坂本淳哉, 寺中 香, 片岡英樹, 濵上陽平, 佐々部陵, 佐々木遼, 中野治郎, 沖田  実: 持続的他動運動

がラット膝関節炎発症後早期の炎症や痛みにおよぼす影響. 理学療法学 43(Suppl. 2), 第 51 回日本理学療法学術大会

抄録集, 2016.（https: //www.jstage.jst.go.jp/article/cjpt/2015/0/2015_0476/_pdf） 

9. 坂本淳哉, 真鍋義孝, 弦本敏行, 本田祐一郎, 片岡英樹, 中野治郎, 沖田 実: 股関節疾患患者にみられる関連痛の

発生機序解明にむけた関節枝の分布状況に関する肉眼解剖学的検討. 理学療法学 43(Suppl. 2), 第 51 回日本理学療法

学術大会抄録集, 2016.（https: //www.jstage.jst.go.jp/article/cjpt/2015/0/2015_0517/_pdf） 

10. 佐々部陵, 後藤 響, 坂本淳哉, 本田祐一郎, 片岡英樹, 中野治郎, 沖田 実: 不動によって惹起される関節包の線

維化の病態解明に関する実験的研究. 理学療法学 43(Suppl. 2), 第 51 回日本理学療法学術大会抄録集, 2016.（https: 
//www.jstage.jst.go.jp/article/cjpt/2015/0/2015_0630/_pdf） 

11. 本田祐一郎, 田中美帆, 佐々部陵, 片岡英樹, 坂本淳哉, 中野治郎, 沖田 実: 不動化したラットヒラメ筋における

伸張性の変化とコラーゲンの動態との関連性. 理学療法学 43(Suppl. 2), 第 51 回日本理学療法学術大会抄録集, 2016.
（https: //www.jstage.jst.go.jp/article/cjpt/2015/0/2015_0669/_pdf） 

12. 福島卓矢, 石井 瞬, 中野治郎, 夏迫歩美, 坂本淳哉, 沖田 実: 保存療法を行う血液がん患者の悪液質が身体・精神

機能におよぼす影響 . 理学療法学 43(Suppl. 2), 第 51 回日本理学療法学術大会抄録集 , 2016.（ https: 
//www.jstage.jst.go.jp/article/cjpt/2015/0/2015_1462/_pdf） 

13. 平瀬達哉, 井口 茂, 中野治郎, 沖田 実: 痛みを有する高齢者に対するセルフモニタリングにより行動変容を促進

する介護予防プログラムの効果検証. 理学療法学 43(Suppl. 2), 第 51 回日本理学療法学術大会抄録集, 2016.（https: 
//www.jstage.jst.go.jp/article/cjpt/2015/0/2015_1531/_pdf） 

14. 平瀬達哉, 磯ふみ子, 沖田 実, 東 登志夫, 田中悟郎, 井口 茂: 文部科学省「課題解決型高度医療人材養成プログ

ラム」事業における長崎大学のチーム医療実践教育・臨床実習の充実を図る学部教育の取組み（第 1 報）. 理学療

法学 43(Suppl. 2), 第 51 回日本理学療法学術大会抄録集, 2016. 
（https: //www.jstage.jst.go.jp/article/cjpt/2015/0/2015_1733/_pdf） 

15. 小関弘展, 松林昌平, 尾﨑 誠: 歩行能力を改善し得た重度内側型変形性膝関節症に対する脛骨顆外反骨切り術の 2
例.リハ医学 53(suppl.): S64, 2016. 

16. 小関弘展, 松林昌平, 尾﨑 誠: µCT を用いた不動性骨萎縮の 3 次元微細構造評価. リハ医学 53(suppl.): S61, 2016. 

17. 小関弘展, 松林昌平, 尾﨑 誠: 肘関節肢位が握力と手関節可動域に与える影響. リハ医学 53(suppl.): S61, 2016. 

18. 花木 瞳, 大石勝規, 荒谷有希子, 山口雅則, 岡崎成弘, 岩永 斉, 小関弘展: 手関節単純Ｘ線像における前腕肢位

が尺骨変異に与える影響. リハ医学 53(suppl.): S136, 2016. 

19. 小関弘展: 感染症と戦う整形外科医～MRSA への対応を含めて～. 整形外科と災害外科 62(Suppl): S61, 2016. 
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20. 小関弘展, 依田 周, 堀内英彦, 野口智恵子, 迫田秀行, 栁原克紀, 尾﨑 誠: 低濃度抗菌薬のバイオフィルム誘導能. 
日本整形外科学会雑誌 90(8): S1718, 2016. 

21. 小関弘展, 本田祐一郎, 沖田 実, 堀内英彦, 坂本淳哉, 尾﨑 誠: 外固定による不動性骨萎縮は骨幹端から進行す

る. 日本整形外科学会雑誌 90(8): S1479, 2016. 

22. 小関弘展, 山口雅則, 円口浩成, 久間隼太, 岩永 斉: 変形性膝関節症の内側関節裂隙撮影法. 日本関節病学会誌 
35(3): s305, 2016. 

23. 小関弘展, 堀内英彦, 野口智恵子, 尾﨑 誠: 手術室内動作における不織布からの発塵性．日本関節病学会誌 35(3): 
s390, 2016. 

24. 濱上陽平, 中野治郞, 坂本淳哉, 沖田 実: 不動に伴う痛覚過敏の発生メカニズムとその治療戦略に関する検討－ラ

ット足関節不動化モデルに対する振動刺激の効果－．第 51 回日本理学療法学術大会プログラム集: 110, 2016． 

25. 沖田 実: 関節拘縮に対する治療戦略－終末期までの対応. 第 4 回全国介護・終末期リハ・ケア研究会研究大会プロ

グラム・抄録集: 13-15, 2016. 

26. 本田祐一郎, 田中なつみ, 片岡英樹, 坂本淳哉, 中野治郞, 沖田 実: 歩行運動は拘縮の予防対策として有効である

－拘縮の実験動物モデルを用いた検討. 第 4 回全国介護・終末期リハ・ケア研究会研究大会プログラム・抄録集: 34, 
2016. 

27. 中島駿平, 青木秀樹, 片岡英樹, 縄田 厚, 神谷志郎, 坂本淳哉, 中野治郞, 沖田 実: 重篤な関節可動域制限を呈し

た障害高齢者に対するベルト式骨格筋電気刺激法（B-SES）の即時効果の検証. 第 4 回全国介護・終末期リハ・ケア

研究会研究大会プログラム・抄録集: 36, 2016. 

28. 福島卓矢, 石井 瞬, 中野治郎, 夏迫歩美, 坂本淳哉, 沖田 実: フレイルに陥った保存療法を行うがん患者に対す

る低強度運動療法の効果. 第 5 回日本がんリハビリテーション研究会プログラム・抄録集: 54, 2016. 

29. 福島卓矢, 石井 瞬, 中野治郞, 夏迫歩美, 坂本淳哉, 芦澤和人, 沖田 実: 血液がん患者に対する低強度運動療法

の効果. 第 54 回日本癌治療学会学術集会抄録, 2016.（http: //www.myschedule.jp/jsco2016/search/detail_program/id: 
1662） 

30. 中野治郞, 石井 瞬, 福島卓矢, 夏迫歩美, 鋤崎利貴, 沖田 実: 低強度運動は身体機能が維持された保存療法を行

うがん患者にも効果があるのか？－Performance Status による効果の違いについて－. 第 21 回緩和医療学会学術大会

プログラム集: 291, 2016. 

31. 野口智恵子, 小関弘展, 迫田秀行, 馬場恒明, 尾﨑 誠: 低出力超音波パルスによる酸化チタンの光触媒殺菌活性. 
第 19 回超音波骨折治療研究会抄録集: s42, 2016. 

32. 小関弘展,  野口智恵子,  堀内英彦,  迫田秀行,  馬場恒明, 尾﨑 誠: 低出力超音波パルスによる酸化チタンの抗

バイオフィルム効果. 第 39 回日本骨・関節感染症学会抄録集: s73, 2016. 

33. 小関弘展, 堀内英彦, 野口智恵子, 迫田秀行, 馬場恒明, 尾﨑 誠: スパンレース不織布と複合素材不織布の発塵性

比較. 第 39 回長崎感染症研究会抄録集: s155, 2016. 

34. 米倉暁彦, 岡崎成弘, 千葉 恒, 尾﨑 誠, 小関弘展,  中添悠介, 岩永 斉, 進藤裕幸: 進行した内側型変形性膝関

節症に対する TCVO. 第 8 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会抄録集: s307, 2016. 

35. 小関弘展, 二宮 誠: エコノミークラス症候群（静脈血栓塞栓症）予防スリッパの静脈血流速度改善効果. 第 32 回

日本義肢装具学術大会抄録集: s37, 2016. 

36. 山口雅則, 小関弘展, 円口浩成, 松下簡鎮, 岩永 斉: 手関節正面単純 X 線撮影法の基準撮影法と長沢法との比較. 
第 11 回九州放射線医療技術学術大会予稿集: s15, 2016. 

37. 福島卓矢, 石井 瞬, 中野治郞, 夏迫歩美, 坂本淳哉, 沖田 実: 保存療法を行うがん患者における痛みはリハビリ

テーションの阻害因子となるか？. 第 21 回緩和医療学会学術大会プログラム集: 454, 2016. 

 

学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 6 2 0 37 
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

沖田 実・教授 理事, 副理事長 日本ペインリハビリテーション学会 

沖田 実・教授 理事, 教育委員会委員 日本運動器疼痛学会 

沖田 実・教授 コアカリキュラム委員会委員 日本理学療法士協会 

沖田 実・教授 編集同人 学術誌「理学療法ジャーナル」 

沖田 実・教授 学術誌「日本基礎理学療法学雑誌」編集同人 日本基礎理学療法学会 

沖田 実・教授 学術誌「理学療法探求」編集同人 長崎大学理学療法学同門会 

折口智樹・教授 評議員 日本リウマチ学会 

折口智樹・教授 評議員 日本臨床リウマチ学会 

折口智樹・教授 評議員 日本臨床免疫学会 

小関弘展・教授 長崎県福祉保健審議会委員 長崎県 

小関弘展・教授 長崎市産業技術審査会委員 長崎市 

佐藤克也・教授 薬事・食品衛生審議会臨時委員 厚生労働省 

佐藤克也・教授 長崎県油症対策委員会委員 長崎県 

佐藤克也・教授 評議員 神経感染症学会 

佐藤克也・教授 長崎県認知症サポート医及びかかりつけ医認知

症対応向上研究会の講習会講師 
長崎県・長崎県医師会 

佐藤克也・教授 かかりつけ医認知症対応力向上研修会講師 長崎県医師会 

佐藤克也・教授 プリオン病サーベイランス委員会 厚生労働省 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

沖田 実・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（B） 
拘縮の標的分子解明と新たな理学療法の治

療戦略の開発に関する実験研究 

沖田 実・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 挑戦的崩芽研究 
HIF-1α を治療標的とした筋線維症に対する

理学療法学的治療戦略の開発 

折口智樹・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
生物学的製剤時代における関節リウマチに

対するリハビリテーションに関する検討 

小関弘展・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
加齢による変形性膝関節症に対する関節形

成術の分析と調査 

佐藤克也・教授  厚生労働省  分担  厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克

服研究事業）  
プリオン病のサーベイランスと感染予防に

関する調査研究  

佐藤克也・教授  日本学術振興会  代表  基盤研究(B)  
ヒトプリオン病の髄液診断の確立とフィー

ルドワークを通しての新規プリオン臨床研

究  

佐藤克也・教授 厚生労働省  分担  厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政

策研究事業）  
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プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関

する調査研究  

佐藤克也・教授 厚生労働省  分担  厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等実

用化研究事業）  
プリオン病に対する低分子シャペロン治療

薬の開発  

佐藤克也・教授  日本学術振興会  代表  基盤研究(C)  
ヒトプリオン病の髄液診断の確立とフィー

ルドワークを通しての新規プリオン臨床研

究  

佐藤克也・教授  日本学術振興会  分担 基盤研究(C)  
プリオン高感度検出法を用いたヤコブ病タ

イプ鑑別診断法の開発とその分子機構の解

明 

佐藤克也・教授  日本学術振興会  分担 基盤研究(C)  
脳梗塞治療効果の飛躍的向上への戦略～急

性期薬物治療と幹細胞移植の融合～ 

佐藤克也・教授 武田科学振興財団 代表 神経変性疾患の克服への挑戦：プリオノイド

疾患群への確定診断法と薬剤スクリーニン

グの開発 

沖田 実・教授 アルケア株式会社 ベルト式骨格筋電気刺激装置を用いた拘縮

治療用モードの開発に関する研究 

小関弘展・教授 株式会社かなえ 深部静脈血栓予防具の開発 

小関弘展・教授 公益財団法人長崎県産業振興財団 医工食連携研究会（自助具） 

小関弘展・教授 長崎県工業技術センター 金属の表面改質, 骨強度測定など 

小関弘展・教授 国立医薬品食品衛生研究所医療機器部 実験用基板の研磨, 摩耗粉の採取など 

小関弘展・教授 東京医科歯科大学生体材料工学研究所 腐食現象の浸漬試験など 

小関弘展・教授 九州大学大学院工学研究院機械工学部門 金属摺動における摩擦摩耗試験など 

小関弘展・教授 独立行政法人産業技術総合研究所 酸化チタンの開発 

小関弘展・教授 昭和大学藤が丘病院臨床病理科 酸化チタンの細胞毒性試験など 

小関弘展・教授 東京大学総合研究博物館 動物とヒトに関する運動器の進化 

小関弘展・教授 長崎県窯業試験場 生体材料の物理的特性評価など 

小関弘展・教授 名古屋大学工学研究所 細菌の材料付着特性の評価など 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

小関弘展・教授 把持補助具 H19.8.6 H19.11.21 登録第 3137833 号 

小関弘展・教授 加圧スリッパ H28.1.15 出願中 U160115-1 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

沖田 実・教授 非常勤講師（痛みとリハビリテーション） 日本福祉大学通信教育部 

 
 

https://research-er.jp/projects/view/697315
https://research-er.jp/projects/view/697315
https://research-er.jp/projects/view/697315
https://research-er.jp/projects/view/440403
https://research-er.jp/projects/view/440403
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新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

小関弘展・教授 運動器症候群の解説 地域広域 NEWS 2016.4.27 ロコモ症候群の予防と対策について 

 


